
自治体職員（栃木県芳賀町・茂木町）の自衛隊隊内生活体験支援を実施

生
活
体
験
は
、
自
衛
隊
の
厳
し
い
訓
練
や
日
常
生
活
の
様
子
を
体
験
す
る
こ
と
で
自
衛
隊
と
地
域
の
連
携
や
団
結
力
の
重
要
性
等
を

笑
顔
を
見
せ
る
参
加
者
も
い
た
。

え
た
。

に
も
大
変
で
し
た
が
、
自
分
の
限
界
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
無
事
に
降
下
す
る
こ
と
が
で
き
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
」
と

を
行
っ
た
。

生
活
体
験
で
は
、
初
日
に
体
験
入
隊
式
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
基
礎
訓
練
体
験
（
基
本
教
練
、
救
急
法
及
び
特
殊
降
下
体
験
）、
二
日

た
が
、
体
験
を
進
め
る
う
ち
に
担
当
自
衛
官
の
優
し
い
雰
囲
気
や
集
団
生
活
に
慣
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が

た
が
、
参
加
者
同
士
が
お
互
い
に
声
を
か
け
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
目
標
達
成
の
為
に

目
に
想
定
訓
練
体
験
（
災
害
派
遣
）
の
ほ
か
、
隊
員
と
同
じ
よ
う
な
日
課
の
起
居
宿
泊
を
体
験
し
た
。
迷
彩
服
を
着
用
し
た
参
加
者
達

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
各
団
体
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

は
、
当
初
自
治
体
業
務
と
は
大
き
く
異
な
る
未
知
の
世
界
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
き
な
緊
張
と
不
安
を
抱
い
て
い
る
様
子
で
あ
っ

特
殊
降
下
体
験
で
は
、
高
所
７
ｍ
の
訓
練
塔
か
ら
の
降
下
に
果
敢
に
挑
戦
し
た
。
２
回
目
の
降
下
を
終
え
た
後
は
「
体
力
・
精
神
的

二
日
目
は
災
害
派
遣
活
動
の
現
場
を
想
定
し
、
初
日
の
救
急
法
を
加
え
た
行
進
を
含
む
総
合
的
体
験
を
行
っ
た
。
炎
天
下
で
は
あ
っ

仲
間
と
協
力
し
、
連
携
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
防
災
や
地
域
の
安
全
対
策
に
積
極
的
に

自衛隊栃木地方協力本部

～不安や緊張を克服し、自己成長の糧とする～

①緊張しながらも降下に果敢に挑戦する様子 ②救急法及び負傷者搬送

④生活体験終了！達成感で
満ち溢れた笑顔がこぼれる

③仲間と励まし連携しながら臨む姿

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
等
の
声
が
あ
っ
た
。
こ
の
隊
内
生
活
体
験
を
通
じ
て
多
く
の
参
加
者
が
、
最
初
に
抱
い
て
い
た
不

真
岡
募
集
案
内
所
は
「
今
回
は
異
な
る
自
治
体
が
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
地
域
間
の
連
携
や
協
力
体
制
の
構
築
に
も
繋
げ
る
機

会
が
で
き
た
。
今
後
も
、
自
衛
隊
隊
内
生
活
体
験
の
活
用
に
よ
り
自
衛
隊
の
役
割
や
任
務
に
つ
い
て
の
理
解
と
自
治
体
の
地
域
防
災
力

安
や
緊
張
を
克
服
し
、
自
己
の
成
長
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

向
上
に
繋
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

古
川
３
陸
佐
）
は
、
６
月
18
日
（
火
）、
19
日
（
水
）
の
両
日
、
宇
都
宮

駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
芳
賀
町
職
員
12
名
及
び
茂
木
町
職
員
８
名
の
合
計
20
名
を
対
象
と
し
た
『
自
衛
隊
隊
内
生
活
体
験
』
の
支
援


